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う

い

く

人
を
失
く
し
蒟
提
核
を
養
育
す

せ

ん

さ
・
　

　

　

つ

い

か

い

先
姐
を
追
懐
す
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徒
手

と

し
ゆ

技
術
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な
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抜
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工
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え
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育
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・

・
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姜

買

作

詩
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千

仄
式

＾
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十

一
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九
ロ
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ヽ
　

　

Ｆ
ヽ

″

・
　

■
＾
　

　

「
メ

名

前

基

本
工
彦

I a) l&.0, t L

‐ ‐
関
］一

‐̈
医
に
時
代

‐―〓
」■
ま
引
、
一「

「̈
０
新
「
刑
］
ご
‐月
引
「だ
。

「
判
だ
『
「
判
一「
『
剣
ヽ
剰
引
川
州
「判
ｑ
劇
―こ―
劇
い
た

が
、

チ

ヤ

レ

ン

と
努

力

で
世

に
認

め
ら

れ
た

と
思

う
。

そ

の
為

４

晨
後

に
こ
れ
ま
た
全
く
知
工

い
の
業
育
委
員

に
■
任

さ
れ
た
。

私

に
は
と
て
も
真
枢
で
き
な

い
人
生
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あ
っ
た

と
思
う
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．
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追
懐
先
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」
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０
日
本

ョ
′

　

，
ロ

み.■ 下 し 夫

努
力

の
人
生

は
た

わ
が
師
な
り

晩
年
教
育
委

に
な

つ
た

の
は
慶
事

で
あ

っ
た

千
茂

の
御
せ
に
去
り
て
人
に
え
た

父
は
大
工
時
代
に
誕
生
し

追
慄
先
考

力 01

|

生 01
|

育 ●
|

|

● | 人 ●
|

|
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一
　
　
　

，
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千

低

猶

留

激

働

肇

● 人

生

４

路

非

常

阻

師

資

相

語

向

吉

行

O ｏ
口

説

師

手

吉

藝

道

O

● ● 追
懐
先
師

庚
　
韻
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．
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．
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人
生‐
の
進
む
路
は
非
常
に
阻
く

舒
付
椰
静
り
事

に
ぼ
か

っ
て

行

曾
て
師
子
に
書
芸

の
奪

を
勢

く

な
府
を
な
ぼ
す

そのた の メモ

ル

の
対
米

の
■

〓
日

い
て
く
れ
た

の
は
儡

々
高
狡

の
す
進
４

”
を
し
．

た
学

で
も
寺
迪
捏
当

の
日
た

の
書

の
作
彙

で
あ
っ
た
。

”

は
”
末

の
進
路
に

つ

、ヽ

て

■

●
を
暮

い
て
下
さ

っ
た
。　
こ
の
キ

に
な

っ
て
も
ネ
た

に
多
時

の
事

が
口
ヾ
い
た

こ
ヽ
ト

さ

れ

て

な

ら

な

い
‘

ssro 13
I=・ 要な 作
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モ
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「
書
」

が
安
薇
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て

い
る
が

「
え
」
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良

い
か

法

と

す

る
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る

の

た

●
　
　

ま

襄

は

”

贅
―

―

”

こ

と
茅
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作

詩

曰

千

ス
式

２

０

２

２

年

１

１

月

１

０

日

千

　
起
　
式

名

前

山

口
　
辛
雄

その黎Lの メモ

父
を
詩

に
す
る
こ
と
な
ど
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。

と
う
あ
え
ず
ま
と
め
た
だ
け
で

ヽ
情

は
―

は
じ
め
は
新
友
商

で
次
第

に
灯
“

　
プ

ロ
バ
ン
″
ス
を
商

い

最
後

は
住
宅

設
備

な
ど
も
扱
う
よ
う

に
な
っ
た
。

下
手

な
徘
句
を
詠

４

　
と
き

に
鼻
歌
を
歌

い
、

団
体
旅
行

が

好
き
た

っ
た
。

混
厚

な
性
格
で
、　
酒
を
飲
ん
で
も
変
わ
ら
ず
．

た
だ

ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
た
印
象
が
強

い
。

（
を
言

絶
句

）

語註・共t・ 作詩メモ

０
仏
全
山
　
仏
像
や
仏

の
名
号
あ

れ
な
ど
を
姜
壼
す
る
厨
子
。

仏
壇
。

結
旬

の

「
玄
」

は
冒
韻
だ
が
こ
の
格
し
か
な
か
つ
た
。

た
め
な
ら

「
子
称
健
勝
」

と
す
る
が
手
た
。
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